
令和７年度学校評価（教職員）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
助言や指導を素直に受け入れる態度の育成を図る

ことができている。 A 
２ 他者を尊重する心の育成を図ることができてい

る。 A 
３ 

自分で考え主体的に行動する力の育成を図ること

ができている。 A 
４ 

何事にも意欲的に取り組む態度の育成を図ること

ができている。 A 
５ 自分で判断し危機管理する力の育成を図ることが

できている。 A 
６ 

各個別の計画を効果的に活用し、学習指導に生か

している。 B 
７ 

施設・設備や教材・教具の管理、活用が適切に行わ

れている。 B 
８ 学習形態（一斉学習、グループ学習、個別学習）の

組合せが十分である。 B 
９ 

専門性の向上のため、充実した校内研修を行うこ

とができている。 A 
１０ 

特別支援教育の専門性の向上のため研修会等へ参

加している。 B 
１１ 個々に合わせた学習内容が精選されている。 B 
１２ 

生徒の実態に合わせた授業計画の作成に努め、適

切に運用することができている。 B 
１３ 

他学年や地域との協働した学習が推進されてい

る。 B 
１４ 困ったときに相談できる環境がある。 A 
１５ 

家庭・地域関係機関などの連携が適切に行われて

いる。 A 
１６ 学校事務が円滑に行われている。 A 
１７ 行事等の活動において地域との連携を図ることが

できている。 A 
１８ 卒業後を想定した教育活動の実践ができている。 A 
１９ 

地域企業の協力を取り入れた職業教育の実施がで

きている（デュアルシステム）。 A 
２０ 地域と連携した余暇活動を推進することができて

いる。 B 
２１ 

生活の幅が広げられるよう充実した余暇活動に取

り組むことができている。 B 
２２ 生徒が主体的に活動できる学習課程である。 A 
２３ 保護者や事業所、関係機関と連携し、適切な進路指

導を行っている。 A 
２４ 校務に関する共通理解が十分になされている。 B 
２５ 

生徒が適性を見極めて進路実現ができる教育活動

を実施している。 A 
２６ 本校の特色が適切に伝わるような広報活動ができ

ている。 A 
２７ 

生徒が柔軟に進路選択できる仕組みが整ってい

る。 A 
２８ 

本科・専攻科の各課程に合わせた教育内容が整備

されている。 A 


